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じぶんが すき！ たいせつ！ 
校
こ う

 長
ちょう

   丸山
まるやま

 稔
みのる

 

 ここのところの厳
きび

しい寒
かん

の戻
もど

りが身
み

に応
こた

えますが、校
こう

庭
てい

では、菜
な

の花
はな

、梅
うめ

の花
はな

が咲
さ

き、

一
いち

年
ねん

振
ぶ

りに千
ち

葉
ば

の牧
ぼく

場
じょう

から帰
かえ

ってきたホープとモカの２頭
とう

のやぎたちが元
げん

気
き

に若
わか

草
くさ

を食
た

べ、子
こ

どもたちは元
げん

気
き

に走
はし

り回
まわ

っています。 予
よ

報
ほう

では、このあと三
さん

寒
かん

四
し

温
おん

で春
はる

めいてくる

と聞
き

きました。 暖
あたた

かくなる日
ひ

が待
ま

ち遠
どお

しいです。 

年
ねん

度
ど

末
まつ

に差
さ

し掛
か

かり、どの学年
がくねん

もこの一
いち

年
ねん

の歩
あゆ

みを振
ふり

返
かえ

って成
せい

長
ちょう

を確
たし

かめ、学
がく

習
しゅう

のま

とめをする時
じ

期
き

になりました。 どの子
こ

も、この一
いち

年
ねん

で目覚
め ざ

ましく成
せい

長
ちょう

しました。 

校
こう

長
ちょう

室
しつ

では、19日
にち

に卒
そつ

業
ぎょう

を控
ひか

えた 6年
ねん

生
せい

の子
こ

どもたちと最
さい

後
ご

のランチ・ミーティング

をしています。 太
おお

田
た

小
しょう

での思
おも

い出
で

や太
おお

田
た

小
しょう

への思
おも

いを一人
ひ と り

ひとりから聞
き

くのは、とても

楽
たの

しいひと時
とき

です。その中
なか

で一
ひと

つ気
き

付
づ

いたことがあります。今
こ

年
とし

の６年
ねん

生
せい

は「誇
ほこ

り」とい

う言
こと

葉
ば

をよく口
くち

にするのです。 創立
そうりつ

150 周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

の取
とり

組
くみ

を推
すい

進
しん

する中
なか

で、歴
れき

史
し

ある母
ぼ

校
こう

、

各
かく

界
かい

で活
かつ

躍
やく

する先
せん

輩
ぱい

、いつもずっと支
ささ

えてくださっている地
ち

域
いき

の方々
かたがた

に誇
ほこ

りをもったとい

うこと。 それから、式
しき

典
てん

などの記
き

念
ねん

行
ぎょう

事
じ

で大
たい

役
やく

を果
は

たした自
じ

分
ぶん

たちを誇
ほこ

りに思
おも

うことが

できたということが、大
おお

きいと思
おも

います。 普
ふ

段
だん

あまり多
おお

くを語
かた

らない子
こ

どもも、太
おお

田
た

小
しょう

のことや自
じ

分
ぶん

と友
とも

達
だち

の成
せい

長
ちょう

を語
かた

る表
ひょう

情
じょう

には自
じ

信
しん

があふれています。 

調
ちょう

査
さ

の結
けっ

果
か

にも表
あらわ

れているのですが、本
ほん

校
こう

の子
こ

どもたちは、自
じ

尊
そん

感
かん

情
じょう

が高
たか

い子
こ

がとて

も多
おお

いです。 これは、家
か

庭
てい

、地
ち

域
いき

、学
がっ

校
こう

で、子
こ

どもたちがどれだけ大
たい

切
せつ

にされているかと

いうことと関
かん

係
けい

が深
ふか

いと思
おも

います。 大
おお

いに自
じ

慢
まん

したいところです。 

自
じ

分
ぶん

を大切
たいせつ

にすることができなくて、ほんとうの意
い

味
み

で他人
ひ と

を大
たい

切
せつ

にすることができる

でしょうか。 また、自
じ

分
ぶん

を見捨
み す

てない人
ひと

が、困
こん

難
なん

を乗
の

り越
こ

えて夢
ゆめ

を実
じつ

現
げん

させるのではない

でしょうか。 自
じ

分
ぶん

を大
たい

切
せつ

にできるということは、人
ひと

が人
ひと

として成
せい

長
ちょう

していくための大
おお

本
もと

の力
ちから

と考
かんが

えます。 子
こ

どもの自
じ

尊
そん

感
かん

情
じょう

を高
たか

めることは、どの学
がっ

校
こう

でも喫
きっ

緊
きん

の課
か

題
だい

です。 

これからも、「自
じ

分
ぶん

が好
す

き！大切
たいせつ

！」と素
す

直
なお

に言
い

える子
こ

どもたちが育
そだ

っていくよう、家
か

庭
てい

、地
ち

域
いき

と手
て

を携
たずさ

えて

子
こ

どもたちを大
たい

切
せつ

に育
はぐく

んでいきたいと思
おも

います。 

最
さい

後
ご

になりましたが、本
ほん

年
ねん

度
ど

も保
ほ

護
ご

者
しゃ

の 

皆
みな

様
さま

、地
ち

域
いき

の皆様
みなさま

のご理
り

解
かい

と多
た

大
だい

なるご協
きょう

 

力
りょく

により本
ほん

校
こ う

の教
きょう

育
い く

活
かつ

動
ど う

を支
さ さ

えていただき、 

真
まこと

にありがとうございました。 
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